
胃がん検診（バリウムによる胃部エックス線検査）の対象者 

 

以下のいずれにも該当する人が対象です。 

① 栗東市に住民票のある４０歳以上（年齢は令和８年３月３１日時点）の人で 

昨年度、もしくは今年度に市の胃がん検診を受診していない人 

② 検診の結果、要精密検査となった場合に精密検査（胃内視鏡検査）を受診で

きる人 

 

※下記の人については、受診をお断りする場合があります。 

① 重症高血圧の人（測定時180/110mmHg以上） 

② 糖尿病でインスリン注射・服薬等されている人（検診前に服薬、注射する必

要がある場合） 

③ 体重１３０kg以上の人（検診台からの転落等危険があるため）  

④ 認知症など意思疎通が難しい人（検診台からの転落等危険があるため） 

 

下記の項目に一つでも当てはまる場合は、受診できません。 

① 妊娠中、または妊娠の可能性がある 

② バリウムに対するアレルギー反応（じんましん、かゆみ、体調不良等）がある 

③ 過去の検診で誤嚥をした（バリウムが肺に入った）ことがある 

④ 消化管の閉塞、または強い狭窄があると診断されている、又は過去に診断された

ことがある 

⑤ 胃を切除したことがある 

⑥ 現在、胃腸に強い自覚症状がある 

⑦ 嚥下（飲み込むこと）が困難である 

⑧ 自分で体位変換ができない 

⑨ 極度の便秘症（目安としては1週間程度）、または過去にバリウムによる極度の

便秘症になったことがある 

⑩ 心臓病、腎臓病で水分制限をしている 


